
上回と真田を結んだ鉄橋の跡
昭和3年に、上田~真田聞が全線開通した上田温泉電軌 ・北東線(後の上田交通 ・真田傍

陽線)。昭和47年2月に廃止されるまでの約44年間、住民の足、観光そして貨物輸送の太い

パイプと して地域の発展に貢献したが、モータリゼーションの到来なとやによリ、惜しまれな

がらその姿を消した。

神川にかかっていた『川久保鉄橋』は、絵になる名所として、かつては利用者や鉄道ファ

ンに親しまれたそうだ。鉄橋は、廃線の後に取リ壊ざれたが、橋台の一部は、ひっそリど姿

を残してL、るO

この伊勢山地区は、現在、上信越自動車道「上田菅平イ ンター」 の真田町側からの玄関口

となっている D また先月21日には、農業ど農村の振興、定住環境の改善を目的に建設された

「県単ふるさと農道」第一エ区の開通式が行われ、伊勢山地区ど金剛寺地区が結ばれた。平

成11年度中には大久保まで延長予定で、朝夕の交通渋滞緩和も期待される O

く再生紙を使用しています〉
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gインターネット上田市のホームページ
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眉
会
で
一
テ
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ト
実
施
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τ鐙
ヰ
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.
-
回
収
時
間

は
、
周
知
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
・
ネ

・

平

日

の

午

前

8
時
初
八
刀
j
午
後

5
時

た

が

ぺ

集

ま

っ

た

量

は

軽

ト

ラ

ッ

杯
rh

ー

ノ

.

.

 

回
収
場
所

(

重

量

で

は

約

日

比

)

で

し

た

。

.

引
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

こ
の
テ
ス
ト
実
施
は
、
倉
升
自
治
会
の
ほ
か
、
川

秋
和
自
治
会
、
常
磐
町
自
治
会
、
五
加
自
治
会
引
・
回
収
の
注
意
事
項

.

①

主
に
飲
料
類
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
卜

の
計

4
自
治
会
で
来
年
1
月
ま
で
行
わ
れ
、

の
結
果
は
、
今
後
に
予
定
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
“
ボ
ト
ル
が
対
象
で
す
。
塩
ビ
ボ
ト
ル
や
他
の

ル
回
収
の
本
格
実
施
に
向
け
て
の
デ

l
タ
と
な
崎
素
材
の
も
の
が
混
入
し
て
い
な
い
か
確
認
し

り

ま

す

。

引

て

く

だ

さ

い

。

ま
た
、
集
め
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ
サ
“
②
キ
ャ
ッ
プ
・
一
フ
ベ
ル
・
取
っ
手
を
取
り
除

イ
ク
ル
さ
れ
、
シ
ャ
ツ
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
に
“
い
て
く
だ
さ
い
(
こ
れ
ら
は
¥
燃
や
せ
な
い

変
身
し
て
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
き
ま
す
0

・
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
)

0

-

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

処

理

コ

ス

ト

“

③

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

中
に
異
物
が
入
っ
て
い

軽
量
、
割
れ
な
い
、
飲
み
残
し
も
で
き
る
、
“
た
り
¥
付
着
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
利
便
性
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
飲
料
用
“
④
水
洗
い
を
し
¥
水
気
を
よ
く
切
っ
て
出
し

の
容
器
と
し
て
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
。
し
“
て
く
だ
さ
い
。

か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
再
生
処
理
を
行
う
に
・• 

は
各
回
収
場
所
か
ら
の
収
集
、
圧
縮
・
加
工
、
-

保
管
、
運
搬
、
選
別
、
再
生
処
理
と
い
う
流
れ
日

で
1
本
当
た
り
約
お
円
も
の
お
金
が
か
か
る
と
い

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
負
担
は
、
法
律
で
は
・• 

自
治
体
と
事
業
者
(
中
身
メ
ー
カ
ー
と
外
身
メ
l
・

カ
!
)
が
そ
れ
ぞ
れ
負
う
こ
と
に
な
っ
で
い
ま
い

す
。
と
こ
ろ
が
、
最
も
費
用
の
か
か
る
回
収
に
日

つ
い
て
は
自
治
体
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
・• 

た
め
、
か
な
り
の
回
収
費
用
が
か
か
る
と
予
想
・

-

さ
れ
ま
す

0

.

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
便
利
な
反
面
、
再
生
に
か
い

か
る
コ
ス
ト
は
非
常
に
高
い
の
で
す
。
一
方
、

.
 

• 

ビ
l
ル
び
ん
や
牛
乳
び
ん
な
ど
の
リ
タ
l
ナ
ブ
・• • • • • • 

現
在
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
処
分
さ
れ

て
い
る
『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』
。
重
量
の
割
り
に

か
さ
ば
る
た
め
、
処
分
場
が
す
ぐ
に
満
杯
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

8
月
口
日
に
倉
升
自
治
会
で
、
市
内
で
初
め
て

の
『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
回
収
』
の
テ
ス
ト

実
施
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
月
月

1
回
実
施
し
て
い
る
、
紙

類
・
古
布
と
び
ん
・
缶
の
資
源
ご
み
回
収
に
合

わ
せ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
い
っ
し
ょ
に
回
収

す
る
と
い
う
も
の
で
、
倉
升
自
治
会
で
は
、
事

前
に
説
明
会
が

2
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ス
ト
実
施
し
た
『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
』

ぺ

.ペットボトル回収対象物

炭酸飲料、果汁飲料、日本茶、ウーロ
飲料類 ン茶、紅茶、麦茶、コーヒ一、スポーツ

ドリンク、ミネラルウォーターなど

酒類
日本酒、焼酎、ウイスキー、

本みりんなど

しょうゆ しょうゆ

A 
C圃ム
.ペットボトルでも回収できないもの

調味料 食用油、たれ、ソースなど

非食品
洗剤、シャンプ一、リンス、化粧
品、衛生用品容器、医薬品

「ペットボトル回収対象物」の空き容器
その他 に、食用油、ソースまたは農薬・溶剤な
どの有害物を入れて再利用したもの

[2J 

晶夫
jみ系阿

70.9.76 

上
田
市
で
は
、
平
成

8
年

4
月
に
「
上
田

市
行
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
、
お
お
む
ね

3

年
間
を
目
途
に
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
取
り
組
み
事
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-

1

事
務
事
業
の
見
直
し
j
地
方
分
権
に
対

応
で
き
る
体
制
整
備
を
目
指
し
て
j

①
情
報
公
開
基
準
の
策
定

②
ご
み
収
集
な
ど
民
間
委
託
の
推
進

③
経
常
的
経
費
な
ど
の
節
減

④
公
共
工
事
コ
ス
ト
の
見
直
し

⑤
介
護
保
険
な
ど
上
田
地
域
広
域
連
合
と

の
連
携
に
よ
る
事
業
推
進

2

時
代
に
即
応
し
た
組
識
・
機
構
の
見
直

し
j
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
組
識
・
機
構
を

目
指
し
て
j

介
護
保
険
導
入
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の

組
識
の
見
直
し
ゃ
、
審
議
会
な
ど
の
委
員
公

募
制
実
施
に
よ
る
市
民
の
行
政
へ
の
参
画
の

機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

3

定
員
管
理
お
よ
び
給
与
の
適
正
化
j
柔

軟
に
対
応
で
き
る
人
員
体
制
を
め
ざ
し
て
j

上
田
市
で
は
、
平
成

8
年
度
か
ら
平
成
ロ

年
度
ま
で
の
職
員
の
定
員
計
画
を
定
め
、
平

成

8
年
度
か
ら
平
成
問
年
度
の
聞
に
日
人
を

減
員
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
職
員
の
適
正
配
置
に
努



• • • • • 

ル
び
ん
は
、
洗
浄
す
れ
ば
何
度
で
も
再
利
用
で
い

き
ま
す
。

.
 

• 

ご
み
の
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
『
減
量
・

す
る
意
識
』
L

次
に
『
再
利
用
』
、
最
後
に
『
リ
日

サ
イ
ク
ル
』
。
自
治
会
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
、
日

古
紙
・
古
布
・
び
ん
・
缶
の
『
資
源
回
収
』
と
、

.
 

• 

再
生
紙
な
ど
『
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
使
用
』
に
・

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

・
問
い
合
わ
せ
環
境
業
務
課
(
圃
⑫

0
6
6

“

6
)

・
• 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

こ
の
法
律
の
基
本
は
、
消
費
者
、
事
業
者
、

市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
分
担
に
あ
り
ま
す
0

.
消
費
者
は
分
別
収
集
に
協
力
す
る
。

・
事
業
者
は
市
町
村
が
分
別
収
集
し
た
容
器
包

装
廃
棄
物
を
再
商
品
化
す
る
。

・
市
町
村
は
、
容
器
包
装
廃
棄
物
の
分
別
収
集

す
る
。

平
成
ロ
年
度
ま
で
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

の
分
別
収
集
も
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「国保』の保険証が
10月から新しくなります
現在の国民健康保険の保険証は、 9月30日闘で有効期限が切れ、 10月1日(木)

から新しい保険証に更新されます。

新しい保険証は9月17日以降に郵送します。現在の保険証は、各自責任をもっ

て処分してください。

また、受診の際は保険証を必ず医療機関に提示してくださl'0 

退職者医療制度~あなたも該当していませんか~

長年、民間企業や役所などに勤めた人が退職して

年金証書を受けとったら

14日以内に市役所に届け出て

国民健康保険退職被保険者証の交付を受けましょう

⑤
押
し
つ
ぶ
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
(
つ
ぶ

す
と
¥
ラ
ベ
ル
や
取
っ
手
が
容
易
に
取
れ
ま

す)。

国民健康保険の加入者の中で、会社などを退職して年金の支給を受けている

70歳未満の人とその家族は、 「退職者医療制度」によりお医者さんにかかるこ

とになりますO

・この制度に加入できる人 [次の3つの条件にあてはまる人 (退職被保険者本

人)とその家族 (被扶養者)の人です]

①国民健康保険に加入している人

②老人保健法の適用を受けていない人

③厚生年金や共済年金などの被用者年金制度の年金をうけている人で、加入

期間が20年以上、もしくは40歳以後10年以上ある人

・加入資格は、年金受給権が発生した日から適用されます

圃この制度で医療を受けるときの自己負担金は次のとおりです。

退職被保険者本人外来…2割、入院…2割

被扶養者外来…3割、入院…2割

・年金の受給権が発生すると、年金保険者から 「年金証書」が送られてきます。

年金証書が届いたら、 14日以内に年金証書、印鑑、保険証(お持ちのかた)

を持参して、市民課または各支所ヘ届け出をしてください。

圃テレホンガイドうえだ関連情報 固⑫8888(コード、NO.230'"国民健康保険
の加入、 231...国民健康保険の脱退、 232…保険証の再交付、 233…学生用保険

証の交付、 234…退職者医療制度、 235…高額療養費の支給、 236…療養費の支

給、 237…出産育児一時金・葬祭費の支給、 238…国民健康保険税とは)

.問い合わせ 国保年金課 (困1362、13 6 7) 

め
ま
す
。

4

行
政
の
情
報
化
の
推
進
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
j
高
度
情
報
化
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
j

①
戸
籍
事
務
の
電
算
化

②
市
立
図
書
館
と
小
・
中
学
校
図
書
館、

公
民
館
、
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
、
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
拡
充

-
問
い
合
わ
せ
総
務
課
(
固
③

5
3
3
2
)

r---------------------・・・・・・・・岨園側刷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・回・-.，

来
年
は
上
田
市
制
施
行

ω周
年

..開閉開園圃'圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開聞圃・・・ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・同町・・圃・圃・圃圃-_.1

皆
さ
ん
が
開
催
す
る

事
業
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

上
田
市
は
来
年
、
市
制
施
行
別
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
立
文
化
施
設
の
利

用
が
か
な
り
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。そ
こ
で
、
施
設
利
用
の
調
整
等
の
た
め
、

平
成
什
年
4
月
j
ロ
月
の
間
で
、
各
団
体
等

が
独
自
で
開
催
さ
れ
る
事
業
を
、
事
務
局
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

-
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
内
容
(
予
定
で

構
い
ま
せ
ん
)

①
事
業
名
②
開
催
日
時
③
開
催
場
所
④
事

業
概
要
⑤
主
催
者
名
・
代
表
者
名
・
連
絡
先

.
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
市
制
施
行
別
周

年
記
念
事
業
事
務
局
(
固
@
5
1
1
2
、
困

③
4
1
0
0、
干

3
8
6
1
8
6
0
1上
田

市
大
手
1
|
什

l
m、
電
子
メ

l
ル
:
・
竺
否

否
否
⑬
三
片
手
c
o
岳・

3
2コ0
・
ち
)
へ
叩
月
間

日
働
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

fι9.16 [3J 



-・・・圃圃ー-・10月1日は
住宅・土地統計調査
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'TI 。
刃

ei住宅・土地統計調査-・・E・E・1=....... 霊草望宣彊置・

来る10月1日に、住宅・土地統計調

査が行われます。これか5の街づく

りに生かされる大切な基礎資料とな

りますので、ぜひと協力ください。調

査をお願いするお宅には、調査員

が調査票をお届けし、後日回収に

伺いますので、と協力をお願いします。

‘ 司司

豆

)> 

→ 

。
z 

‘ C 

催し第

η
田
中
山
道
宿
場
会
議

長
門
大
会
へ
ど
う
ぞ

長
門
町
商
工
会
・
川
瀬
(固
⑧

2
6
5
1
)

印
月
3
日
出
、

4
日
目
に
長
門
町

で
「
第
ロ
回
中
山
道
宿
場
会
議
長
門

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

叩
月
4
日
目
に
は
長
久
保
竪
町
、

長
門
町
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、

午
前
9
時

ω分
か
ら
午
後
2
時
ま
で
、

中
山
道
物
産
展
(
中
山
道
各
宿
場
の

物
産
品
の
販
売
)
、
お
た
や
祭
り
山

車
の
展
示
、
旧
家
一
般
公
開
を
行
い

ま
す。皆
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

上
限
創
造
館

叩
月
の
催
し
も
の

上
田
創
造
館

(固
⑧
1
1
1
1
)

.
御
柱
祭
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

日
月
ロ
日間叩

i
m
日
目
午

前
9
時
i
午
後
4
時
加
分

-
第

1
回
星
に
親
し
む
タ
ペ

市役所代表電話

回22-4100
国25-4100

m 

)>. 

U 
①
天
体
写
真
展

マ
と
き

山
月
刊
日
出
i
お
日
制
午

前

9
時

i
午
後

5
時

②
天
文
講
演
会
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

叩
月
打
目
的
午
後

6
時

1
8時
(
入
場
は
開
演
日
分
前
か
ら
)

マ
定
員

先
着
1
0
0
名

マ

講

演

「地
球
へ
の
天
体
衝
突
は
ど
う

し
て
起
こ
る
か
?
」

(
宇
宙
科
学
研

究
所
助
教
授
・
吉
川
真
さ
ん
)
、
「
新

星
発
見
の
よ
ろ
こ
び
」
(
ア
マ

チ

ュ

ア
天
文
家
・
高
見
沢
今
朝
雄
さ
ん
)

マ
対
象
小
学
校
高
学
年
i

③
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

叩
月
口
日
出
午
後
8
時

ω分
1
9時
初
分

マ

定

員

先
着

1
0
0名

マ
内
容
木
星
・
土
星
・

星
雲
・
星
回
・
恒
星
な
ど
の
観
望

マ
そ
の
他
雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
吉
川
さ
ん
・
高
見

沢
さ
ん
の
お
話
。
天
文
講
演
会
、
星

空
観
望
会
参
加
の
小
・
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ
。

-
第

2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放

印
月
刊
日
と
同

μ
日
は
小
・
中
学

生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗
資
料
館
、
体

育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

一寸
講座名 実施日 対象者 韻(組 閣受講 申し込み(電話で)

親子パソコン教室 10月11日(日) 小・中学生
20名
500 10月4日(日)

絵手紙を描こう 午前9時30分~午後3時30分 とその幸見 円 午前9時から

パソコ ン入門 10月13日(刈・ 14日(水) 16歳以上
20名
1000 10月4日(日)

2日間コー ス 午前9時~正午 の初I心者 円 午後1時から

表 計 算・ 10月17日(土)・18日(日) l臓以上でキーボード・
20名
6000 10月10日(土)

エクセルコース 午前9時~午後4時 マウスを担えるかt 円 午前9時から

ワーフロ 10月21日(水)・22日(木) 16歳以上
20名
3000 10月10日(土)

「一太郎」コース 午後 6 時30分~ 9 時30分 の初心者 円 午後1時から

パソコン入門 10月25日(日) 16歳以上
20名
1000 10月18日(日)

1日コース 午前9時~午後4時 の初1心者 円 午前9時から

パソコン教室不
動
産
評
価
な
ど
の

無
料
相
談
会
を
開
催

細
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

(固
0
2
6
1
2
2
5
1
5
2
2
8
)

日
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す
。
そ

れ
に
伴
う
地
価
公
示
普
及
事
業
の
一

環
と
し
て
、
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
の
主
催
に
よ
る
、
不
動
産
評
価

に
関
す
る
事
項
等
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

印
月
1
日
附
午
前
日
時

i
午
後
4
時

マ

と

こ

ろ

上

田

商

工
会
議
所し

4

き
さ
ら
の
v

さ
さ
ら
の
湯
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
上
田
市
農
林
漁
業
体
験

実
習
館
で
は
¥
上
回
の
環
境
を
熟

知
し
て
い
る
職
員
の
基
礎
講
義
と

地
元
花
作
リ
名
人
の
体
験
談
に
よ

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
地

元
の
講
師
な
ら
で
は
の
話
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

マ
と
こ
ろ

上
田
市
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
(
愛
称
・
:
室
賀

温
泉
さ
さ
ら
の
湯
〉
マ
受
講
料

2
1
0
0
円

マ

定
員

先

着

叩
名
マ
申
し
込
み
農
林
課

〈固
③
5
1
2
4
〉

マ

日

程

各
回
と
も
午
前
叩
時

;
正
午

.ガーデニング講習会日程表

回数 日時 内容

第1回 9月29日(火) 『上手な土作り』

第2回 10月20日(火) 『秋まき品種について』

第3回 11月17日(火) 『私の花日誌J
第4回 12月15日(火} 『よ手なうンの育て方J
第5回 1月19E3 (刈 f花の苗について』

第6回 2月16E3 (刈 『私の花作り』
第7閤 3月16日(火) 『春花壇に向けてJ

[4J 10.9.16 
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シニアボランティア募集
[>募集分野 ①日本語教育 ②保健衛生・福祉 ③その他

(農業等) [>年齢制限 40歳"-'69歳 (派遣時) じ>応募 10 
月10Bまで じ>選考書類審査、面接、筆記試験、健康診断
[>派遣 2年閉 じ>応募書類請求・申し込み・問い合わせ
国際協力事業団駒ヶ根青年海外協力隊訓練所 (干399-4117
駒ヶ根市赤穂15・固0265-82-6151) [>その他 中南米日系
社会以外の開発途上国派遣のシニアボランティアについては、

随時受け付けています。問い合わせは同所まで、0

t~重いきG噛鴎鱗輯騨
~新しい自分発見のために~

募集フ
レ
ン
ド
シ
ッ
ブ
・
ト
レ
イ
ン

司
ひ
ま
わ
り
号
』
参
加
者
募
集

固
0 
4 
0 

5 
2 

1佐
藤
7韮
と光

障
害
者
と
健
常
者
が
と
も
に
列
車

の
旅
を
楽
し
も
う
と
い
う
「
ひ
ま
わ

り
号
」
が
今
年
も
走
り
ま
す
。

今
回
は
、
新
幹
線
「
あ
さ
ま
」
に

乗
っ
て
東
京
へ
行
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
か

た
、
介
助
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

いきいきと輝くために、自分らしさとパート ナー

シップについていっしょに考えてみませんか。

じ>受講料無料 [>定員 20名(応募者多数の場
合は抽選) [>申し込み 10月20日伏)(必着)まで
に企画課女性政策担当へ電話・ FAX・はがきでど
うぞ。 じ>問い合わせ 企画課(干386-860
1上田市大手1-11-16 • [ffil⑫5112・困⑫41
o 0) 
園女性いきいき講座(基礎講座)

ア
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

マ
と
き
日
月
比
日
出
マ
行
き
先

江
戸
東
京
博
物
館
(
両
国
)

マ
参

加
費

9
5
0
0
円
(
大
人
・
上
田
駅

乗
車
)

マ
募
集
人
員

2
0
0
名

マ
申
し
込
み
期
限
日
月
刊
日
出

第
5
田
上
回
・
小
県
映
像
祭
に

あ
な
た
も
出
品
を

上
田
地
域
広
域
連
合
事
務
局

(
固
⑧
2
1
3
0
)

マ
テ

l
マ
「
伝
統
を
承
け
継
ぐ

人
び
と
と
消
え
ゆ
く
風
景
」
(
上
田

小
県
地
域
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
統

芸
能
、
年
中
行
事
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
職
人
な
ど
の
人
物
お
よ
び
高
速

道
、
新
幹
線
開
通
等
で
消
え
去
り
つ

日時 主ノ、主A若自者 内容 講師

オリエンテーション

10月30日(全)
女も男も楽しく生きる

女性政策主幹
働く婦 ~女性プラン 11をもっと知ろう~1午後1時30
人の家 体験談「自分らしく生きるJ 地域女性コミュニ

分~4時
~私の自分づくり体験~

ケーター

はじめましてティーパーティー

埼玉県 講義「婦人教育会館の果た 国立婦人教育会館

11月12日(柄 嵐山町 す役割とこれからの展望」 館長・大野曜さん
2午前10時~ 国立婦 講義「住みよい地域とは~国際婦人教育振興
午後4時 人教育 女と男のいい関係~J 会長野支部長・宮

会館 施設見学 島満里子さん

11月初日後)
働く婦

講義「あなたが主役~
女性問題研究家・

3午後1時30 司会・進行・発表のコ

分~4 時
人の家

ツをつかもう ~J
中村竜子さん

12月2日(水)
4午後1時30

働く婦 講演「素敵にパートナーシッ]'J
交渉中

分~4時
人の家 ~心と体と性について考える~

トーク&トーク 地域女性コミュニ

12月8日(火)
働く婦

「ジェンダーの視点で ケーター

5午後1時30 考える私たちの暮らし」 国際婦人教育振興

分~4時
人の家

まとめ 会長野支部長 宮l
さよならティーパーティー 島満里子さん

日程表

つ
あ
る
上
田
小
県
地
域
の
風
景
を
被

写
体
に
作
品
を
作
成
す
る
)
マ
応

募
資
格
上
田
小
県
地
域
に
居
住
ま

た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
か
た

(プ

ロ
は
除
く
)
マ
応
募
規
定

①
写
真
の
部
:
・
カ
ラ
1
プ
リ
ン
ト

4

つ
切
り
。
本
人
撮
影
で
未
発
表
の
も

の
(
何
点
で
も
可
)
②
ビ
デ
オ
の

部
・
:
録
画
時
間
別
分
以
内
の
も
の
一

人
(
一
団
体
)
1点
マ
応
募
方
法

「
応
募
票
」
に
作
品
名
・
氏
名
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
勤
務
先

(
学
校
名
)
・
撮
影
場
所
を
記
入
し
、

日
月
9
日
間
i
ロ
月
日
日
幽
(
土
曜
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
)
に
上
田
地
域

広
域
連
合
事
務
局
(
干

3
8
6
1
0

0
2
5
上
田
市
天
神

2
1
4
!
日
)

'98うえだ女性フェスティバル

10月3日(土.‘
午後 1時""4時 I.!l翠EZEE

.ところ上田市文化会館ホール可・・・v

.とき

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
表
彰
各
部
門
ご
と
に
、
上
位

作
品
に
賞
状
、
副
賞
を
、
ま
た
、
応

募
者
に
は
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

マ

展

示

来

年

1
月
幻
日
嗣

i
2月

7
日
目
、
上
田
創
造
館
に
展
示

妨
衛
大
学
校
等
学
生
・

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

(固
⑫
5
2
6
7
)

マ
募
集
内
容

①
防
衛
大
学
校
学

生
②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

③

看
護
学
生
マ
受
付
期
限

①
②
:・

印
月
比
日
、
③
:
・
印
月
日
日
マ
そ

の
他
受
験
・
衣
食
住
は
無
料
、
学

生
手
当
て
な
ど
各
種
手
当
て
有
り
。

毒師・・・

弁
護
士
・
中
下
裕
子
さ
ん

.講演

r21世紀と女性の役割」
.オープニング

コンサー卜
うづか

(兎束康雄さん・

心のメロディー集より)

.ジェンダー

チェック

「あなたは

どっちでショーJ

'98うえだ女性フェスティパル実行委員会
.上田市・上田市教育委員会

.その他 抽選で花のプレゼントあります0

.問い合わせ企画課(固③511 2) 

10.9.16 

.主催

[5J 



乳幼児¥児童の安全のためには¥チャイルドシー卜

を正しく使用しましょう O

・飲酒運転等無謀運転の追放

事故に直結する飲酒運転は止めましょう O 自転車も

飲酒運転はl¥けません。

飲酒したときはもちろんですが、過労、病気、薬物

の影響その他の理由により正常な運転ができない恐れ

があるときは車両等の運転はやめましょう O

.問い合わせ 交通対策課〈固③51 2 9) 

平成10年秋の全国交通安全運動
平成10年9月21日(月)から同308(羽までの10日間¥秋のー
全国交通安全運動が実施されます。 ー

.高齢者の交通事故防止 ' 

高齢者の夜間事故が多発しています。外出時は反射ー

材を身につけたリ明るく目立つ色の服装をしましょう O ' 

道路で困っていたり¥危険な行動をとっている高齢ー

者を見かけたら¥安全な横断や通行をするよう助けて'

あげましょう O ー

.シー卜ベルト着用の徹底 . 

車に乗る人全員がシー卜ベルトを着用しましょう O ー

長野大学生涯学習センター

平成10年度後期講座へどうぞ

講座名・テーマ 定員(先着順) 講義日時

【文化講座】 10/8 ~12/10 
買い物考 -15名 毎週木曜日
ースーパーあるいはコンビニの社会史一 18 : 30~20 : 00 
【福祉講座】 10/9 ~12/11 
バリアフリーの街づくり 15名 毎週金曜日
-障害者の立場から一 18 : 30~20 : 00 
【情報講座】 10/ 8~12/10 
斜に眺めるマルチ・メディア時代 20名 毎週木曜日
一生活と社会の中の情報技術一 19 : 00~20 : 30 

お知らせ
.連続講座 (各講座10回)

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う

交
通
対
策
課

(圃
⑫
5
1
2
9
)

8
月
5
日
に
県
下
の
市
町
村
で
一

斉
に
シ

1
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

.シートベルト着用調査結果

劫
手
出

着
用
水
ヤ

65.4 

運
転
席

着
用
率

65.2 

総
合
着
用
率

ハH
v

n
H
V

A

H
V

A

H
V

ハ川υ

ハ川U

ハH
V

ハH
V

7
・
R
U
R
υ
4
4
q
u

つQ

'
j

C 
|・ 上田市 圏県下平均|

9月30日(水)までに
(固⑨0007)ま

※受講料...7000円+センタ一新規登録料1000円

.語学講座 (各講座10回)
講座名 |クラス陣(先着船| 講義日時

10/3~12/19 
毎週土曜日 13:30~15

10/3 ~12/19 
毎週土曜日15: 30~17 : 00 

※受E昔料...8000円+テキスト代として1500円程度+セ
ンタ一新規登録料1000円

b申し込み・問い合わせ
長野大学生涯学習センター

で電話でどうぞ、0

。。

上
田
市
の
平
均
は
県
の
平
均
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

県
下
で
平
成

9
年
に
自
動
車
乗
車

中
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
人
の
約
出

%
が
シ
!
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
正
し
く
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
、
正
し
い
運
転
姿
勢
を
維

持
す
る
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が

り
、
ま
た
、
万
が
一
の
事
故
の
と
き

に
も
被
害
を
少
な
く
し
ま
す
。

暴
力
団
か
ら
の
被
害
・
嫌
が
ら
せ

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

(固
0
2
6ー

2
3
5
1
2
1
4
0
)

9
月
初
仏
日

ω午
前
日
時
j
午
後

5

時
に
、
『
泣
き
寝
入
り
防
止
暴
力

団
被
害

1
1
0番
』
全
国
一
斉
電
話

相
談
日
を
開
設
(
相
談
無
料
)
し
ま
す
。

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
例
日
本
消
防
協
会
様
/
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
2
台

マ
上
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
/
花

木
ポ
ッ
ト
苗

3
8
5本

マ
第
5
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
福
祉
カ
ラ
オ

ケ
大
会
実
行
委
員
会
お
よ
び
参
加

者
一
同
様
/
叩
万
円
/
社
会
福
祉

基
金
積
立
金
と
し
て

マ
春
原
松
二

(
院
内
)
様
/
食
器
棚

-
台

マ
佐
藤
か
つ

(倉
升
)
様
/
給
湯
機

-
台
/
報
恩
寮
ヘ

マ
大
沢
雄
一

(小
泉
)
様
/
は
く
製

-
点
/
川
西
小
学
校
ヘ

マ
池
波
豊
子
(
東
京
都
)
様
/
5
0

0
0
万
円
/
池
波
文
学
ふ
る
さ
と

マ
相
談
先
長
野
県
暴
力
追
放
県

民

セ

ン

タ

ー

マ

主

催

長

野

県

弁

護
士
会
、
長
野
県
警
察
、
財
長
野
県

暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

叩
月
1
日
j
同
7
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

(固
⑫
2
0
0
1
)

日
月

1
日

1
7
日
の
一
週
間
は

「
公
証
週
間
」
で
す
。

公
証
制
度
は
私
た
ち
の
日
常
生
活

乙

基
金
と
し
て

マ
上
小
石
材
同
業
組
合
様
/
4
4
2

6
5
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
中
野
茂

(神
奈
川
県
)
様
/
1
0

0
万
円
/
老
人
福
祉
施
設
整
備
等

基
金
と
し
て

マ
上
田
柔
道
協
会
様
/
柔
道
用
備
品

円

i
占川

マ
上
田
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
様
/一

輪
車
叩
台
、
一
輪
車
練
習
台

1
台

/
中
塩
田
小
学
校
ヘ

マ
側
柏
屋
本
庄
様
/
土
地
関
・
初
2m

/
観
光
用
遊
歩
道
用
地
と
し
て

マ
長
野
中
央
ホ
l
ム
様
・
林
あ
み
も

の
学
校
様
/
3
8
5
0
0
円
/
交

通
遺
児
の
た
め
に

マ
上
田
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
/

1
3
0
万
円
/
上
田
市
育
英
会
基

金
と
し
て

マ
小
林
道
夫
(
東
京
都
)
様
/
5
万

円
/
上
田
市
育
英
会
基
金
と
し
て

に
お
け
る
法
律
上
の
権
利
や
義
務
を

明
確
に
し
、
紛
争
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、
公

証
事
務
を
担
当
す
る
公
証
人
は
、
長

く
裁
判
官
・
検
察
官
・
法
務
局
長
な

ど
を
勤
め
た
人
の
な
か
か
ら
法
務
大

臣
が
任
命
し
た
法
律
の
専
門
家
で
す
。

た
い
せ
つ
な
約
束
事
に
は
公
正
証

書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

マ
上
田
市
の
公
証
人
役
場
大
塚
光

生
(
上
田
市
中
央
西

1
!
日
l

幻
富

国
生
命
上
回
ビ
ル
・
固
⑫

5
4
7
7
)

[6J 70.9.76. 

.10月の粗大ごみ回収日
10月17日(土)…川西社会体育館駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



9
月
m
u
E仰
上
回
創
造
館

保
守
点
検
に
よ
り
休
館

上
田
創
造
館

(困
⑧
1
1
1
1
)

9
月
鈎
日

ω、
上
田
創
造
館
が
保

守
点
検
に
よ
り
休
館
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
自
動
交
付
機
は
平
常
ど
お

り
、
午
前
7
時
か
ら
午
後

7
時
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。

3期

便利で確実な口座振替のご利用を

納期限9月30日(水)
-国民健康保険税

今月
の
納税

無
料
法
律
等
相
談
所
開
設

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
野
地
方
裁
判
所
上
田
支
部
庶
務
係

(固
⑫
0
0
0
3
)

「
法
の
日
」
週
間
(
印
月

1
日
i

同
7
日
)
に
無
料
法
律
・
人
権
・
調

停
・
公
証
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問

題
、
離
婚
・
扶
養
・
相
続
等
家
庭
内

の
も
め
ご
と
、
差
別
や
「
い
じ
め
」

等
の
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
か

た
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

来
場
の
際
に
は
、
相
談
に
関
す
る

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

『
法
ま
も
る
心
が
築
く
良
い
社
会
』

マ
と

き

叩

月

2
日
働
午
前
印
時

i
午
後

4
時

マ
と
こ
ろ
上
田
商

工
会
議
所

5
階
マ
主
催
裁
判
所
、

検
察
庁
、
弁
護
士
会
、
法
務
局
、
調

停
委
員
協
会
、
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
A

相談名 日 時 会場など

10月9日佳)
法 f宰 キ目 吾周M到屯4 13:30.-...-15:30 

市役所(予約制) 10月23日佳) 生活環境課階
13:30.-...-15:30 (本庁舎1~~) 

土地建物相談
10月8日(木)

⑫ 窃4 13:00.-...-16:00 

人権・悩みごと相談
10月 1日(木) 人権庁同和対策)課
13:00.-...-16:00 O (南舎1階

農地問題棺談
10月 1日(木) O 農業委員会
8 :30""17:00 (本庁舎2階)

T寸 政 本目 日炎
10月12日(月)

上回西武10:00"" 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
1 0:00""15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00""16 : 00 

社(n会@福8祉O協8議O会) 
法 f章 相 自炎 10月17日(土)
(予約制) 10:00""正午

~Eè 童 相 =B=P，ii4 ， 毎週土曜日
13 : 30""15 : 30 

事吉 ~~ 相 ー炎
毎週水曜B

社(包会⑫福3祉O協8議2会) 10・00.-...-15: 00 
法 律 中目 談 10月21日(7l<)
(予約制) 10:00""11 :30 

上(n回@商4工5会O議O所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00""16:00 

市 民 本目 日炎 毎週月~金曜日 生活環境課階
交通事故相談 9 :00""16:00 市 (本庁舎1~~) 

~Eè z呈a:.呈 中目 百炎 毎週月~金曜日 役 (岱③福2祉O課00) 9 :00""16:00 

母 子 相 談
毎週月~金曜日 所 福祉課
9 :00""16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(nパ③ー トサテライト内)8 :30.-...-17:00 
801 1 ) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日

子育部(n保て⑮支育3援園0セ内9相ン6談空)ー(電話相談) 9 00""16 : 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜日

南 室

(面接相談) 9:00.-...-16:00 

月の相談

緑
豊
か
な
衡
を
作
ろ
う

生
け
垣
づ
く
り
を
応
援

景
観
建
築
課

(固
⑫
5
4
3
0
)

生
け
垣
は
家
の
中
か
ら
緑
を
楽
し

め
る
だ
け
で
な
く
、
道
行
く
人
び
と

の
心
を
な
ご
ま
せ
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
新
た
に
生
け
垣
を
つ
く

ら
れ
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
、
緑

豊
か
な
ま
ち
並
み
を
つ
く
り
ま
し
ょ

'つノ
O

マ
対
象
生
け
垣
道
路
に
面
し
連

続
し
て

5
m
以
上
の
も
の
(
ほ
か
に

も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
)
マ
補
助

額

2
分
の

1
以
内

マ
限
度
額

5
万
円

(既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を

撤
去
し
て
生
け
垣
を
つ
く
る
場
合
は

日
万
円
)

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防

注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

生
活
環
境
課

(固
⑧
5
1
2
0
)

春
の
集
合
注
射
以
降
に
生
ま
れ
た

生
後
引
日
以
上
の
登
録
・
狂
犬
病
予

防
注
射
義
務
の
生
じ
た
犬
(
室
内
犬

も
含
む
)
が
対
象
で
す
。

マ
と
き
・
と
こ
ろ
叩
月

4
日
目

午
前

9
時

1
日
時
・
・
・
合
同
庁
舎
正
面

玄
関
前
、
叩
時
mω
分

1
1時
:
・
市
・

塩
田
支
所
マ
料
金
登
録
手
数
料
・

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
を
合
わ
せ

て
6
1
2
0
円

-
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
/

犬
が
死
亡
し
た
ら
、
死
亡
届
に
鑑

札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
添
え

生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

田
園
一
Fuji-F一

回

園
一U
U
軌
抑
制
訪
材
料
一

因
圏
一
図
入
注
目
覚
l
i
t
--L

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

(
幻
・

5

側
)

マ

ス
キ
l
ウ
ェ
ア

マ
灯
油

タ
ン
ク

(
2
5
0
2
屋
外
用
)

マ

掛

け
布
団

マ
犬
小
屋
(
中
型
犬
用
)

マ
鳥
か
ご

マ
小
皿

(日

i
却
枚
)

マ
御
飯
茶
わ
ん

(初
客
)
マ
老
人
車

マ
編
み
機

マ
ベ
ビ

l
ラ
ッ
ク

マ
パ
ソ
コ
ン
用
机

マ
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
(
辺
イ
ン
チ
)

マ
七
五
三

用
着
物

(
7歳
用
)

マ
く
つ
(
男
子
・

3
1
5歳
用
)

マ

介
護
用
ベ
ッ
ド

マ
二
段
ベ
ッ
ド

マ
ピ
ア
ニ
カ

マ
エ
レ
ク
ト

l
ン

マ
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト

マ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

マ
物
置

マ
外
用
流
し
台

マ
犬
用
サ
ー
ク
ル

10月3日(土)…ツルヤ岩下庖、マツヤ上回IS(JlI西)、社会福祉協議会東側駐車場
10月17日(土)…マツヤ上田インター庖、やおふく上堀庖
10月24日(土)・・・ジャスコ上田庖、 しおだ野ショッビングセンター

.ウィークエンドリサイクル10月の日程
回収時聞は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、
古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。70.9.76 [7J 



「ルーマニア少年少女合唱団」
9月26日(土)午後2時間演/上田市民会館

じ>入場料一般 2，000円高校生以下 500円(全席自由)

「ウィーン室内楽アンサンブル」
9月21日(月)午後6時30分開演/上田市文化会館
じ>入場料一般 2，500円高校生以下 1，000円(全席自由)

文化を考えるシンポジウム
テーマ 千曲川 |コーディネーター

| 岩崎信子さん(8B Cアナウンサー)
10月4 日同午後 1 時30分~ Iパネリスト(五十音順)
上田市文化会館 | 小宮山量平さんcr千曲川」著者)

| 小山一平さん(元上小漁業協同組合長)
主 催 上田市文化芸術協会 | 長島伸ーさん(長野大学教授)

上田市教育委員会 | 平尾哲男(上田市長)
問い合わせ 文化課固⑫ 5102I 藤沢寛さん(建設省千曲川工事事務所長)

第 3回

リュート
演奏会
秋の夜のひととき、
心に響く音色をごゆっ
くりお楽しみください。

教育第
お
問
上
聞
市
短
詩
製
文
学
祭

作
品
募
集
中
央
公
民
館
〔
固
⑫
0
7
6
0
)

部門 制限 応募方法

短歌 1首
①できるだけ原稿用紙を使

用 (現代詩は 400字詰め
原稿用紙を使用)

俳句 2句
②最初に部門名を赤で書く

③次に住所、氏名、筆名、

電話番号を記入 (小・中 ・

)11柳 2句 高校生は学校名・学級も

記入)

④作品をかい書ではっきり

現代詩 2編 と書く ⑤題は自由で、作

品は未発表作に限る

.応募規定
マ
投
稿
料

1
部
門
に
つ
き

3
0
0

円
(
高
校
生
以
下
は
無
料
)
郵
送
の

10月t官7目(:1:)土:1:)午後7時
旧宣教師館(下之郷.リサ引ーク

じ>参加料 1人500円
じ>定員 30人(先着順〉
じ>演奏 田村雄二さん

[>内容 ルネッサンス期シェークスピ

アの時1-tのリュート曲ほか
b申し込み 9月28日(丹)から文化課
(固⑫5102)で受け付けます。c 

※小中学生は短歌1首、俳句・川柳1旬、現代詩1編

場
合
は
、
作
品
に

3
0
0円
の
郵
便

小
為
替
を
同
封
マ
投
稿
先
中
央

公
民
館
短
詩
型
文
学
祭
係
(
干

3
8

6
0
0
1
4上
田
市
材
木
町

1

2
1
3
)
へ
。
持
参
の
場
合
は
、
市

内
各
公
民
館
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
投
稿
料
を
添
え
て
提
出
マ
応
募

期
限

9
月
初
日
附
マ
そ
の
他

投
稿
者
に
は
文
学
祭
当
日
、
作
品
集

を
配
布
(
当
日
出
席
で
き
な
い
か
た

は
、
後
日
事
務
室
窓
口
へ
)

・
短
詩
型
文
学
祭
マ
と
き

日
月

幻
日
目
午
後

1
時
加
分
1
4
時

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民

館

マ

内

容

入
選
発
表
、
表
彰
、
選
者
を
囲
ん
で

の
研
究
会

現
代
若
者
乗
合
道
中

「
浜
松
秋
物
語
い
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
(
固
⑧
5
1
0
3
)

静
岡
県
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
る

「
日
本
都
市
青
年
会
議
」
に
参
加
し
、

全
国
の
若
者
た
ち
と
交
流
し
ま
す
。

マ
と
き
日
月
辺
日
目
・
お
日

l

(

月
・
祝
日
)
マ
と
こ
ろ
静
岡
県

浜
松
市
マ
対
象
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
友
達
の
い
る
か

た
で
、
お
お
む
ね
同
歳
(
J

判
歳
の
か

た

マ

募

集

人

数

約

別

人

マ

参

加
料

7
0
0
0円
(
宿
泊
、
パ
ス

代
、
参
加
負
担
金
含
む
)
マ
応
募

期
限
日
月
間
日
働
(
た
だ
し
、
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
)

マ
申
し
込
み
生
涯
学
習
課
ま
た

は
、
上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

・

渡
辺
固
⑫
5
4
5
3
へ

平
成
行
年
及
び

η
年
開
催
の

成
人
式
の
運
営
委
員
を
募
集

生
涯
学
習
課
(
固
⑫
5
1
0
3
)

平
成
日
年
及
び
ロ
年
に
開
催
予
定

の
成
人
式
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
る
運
営
委
員
を
募
集
し
ま

す。
マ
応
募
条
件
①
昭
和
日
年

4
月

2
日
i
昭
和
田
年

4
月

1
日
に
生
ま

れ
た
か
た
②
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

勤
め
し
て
い
る
か
た
③
夜
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
か
た
(
年
間

8
回
程

度
)
マ
募
集
人
数
各
別
人
程
度

マ
募
集
期
間

叩
月
間
日
幽
ま
で

マ
申
し
込
み
生
涯
学
習
課
へ

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
生
募
集図
書
館
(
固
⑫
0
8
8
0
)

あ
な
た
も
、
視
覚
障
害
者
ま
た
は

高
齢
者
で
図
書
を
読
み
た
い
が
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
は
利
用
で
き
な
い

か
た
の
た
め
に
、
テ
ー
プ
図
書
を
作

成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ

時

間

午

後

1
時
加
分

i
3時

ω分
マ

場

所

市

立

図

書

館

マ

講
師

S
B
C
上
回
放
送
局
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー

・
岩
崎
信
子
さ
ん

マ
定
員

別
人
(
申
込
順
)

マ

受

講

料

無

料

マ

申

し

込

み

叩

月

1
日
制

か
ら
図
書
館
へ

くー
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期日 学習内容

10月24日(出 「自然の声で
のびのびと」

11月28日(土)「豊かな表現」

1月23日比)「合評(つくし
の会会員と)J

2月27日(土)「合評(つ くし
の会会員と)J

10.9.16 

-朗読ボランティア
養成講座日程

地
域
学
講
療

「
わ
が
ま
ち
上
回
」

中
央
公
民
館
(
固
⑧
0
7
6
0
)

マ
と
き

日
月
日
日
制
午
後

7
時

i
8時
初

分

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館
マ
内
容
「
上
田
の
産
業
と

ま
ち
守
つ
く
り
」
l

産
業
の
現
状
と
未

来
に

つ
い
て
、
ま
ち
。
つ
く
り
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
お
聞
き
し
ま
す
マ
講

師
上
田
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
所
長
・
竹
内
茂
之
さ
ん

マ
受
講

料

無

料

マ

申

し

込

み

中

央

公

民
館
へ
。
当
日
参
加
も
可

生
涯
学
習
市
民
大
学

「
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
」
講
座

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

マ

時

間

午

後

1
時
初
分
1
3
時

ω分
(
こ
の
時
間
で
は
な
い
講
座
日

も
あ
り
ま
す
)
マ
場
所
中
央
公

民
館
ほ
か
マ
講
師
医
療
関
係
者

ほ
か

マ
定
員

初
人

(
申
込
順
)

マ
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
骨

密
度
測
定
は
後
日
実
費
徴
収
)
マ

申
し
込
み

9
月

μ
日
か
ら
中
央
公

民
館
へ



ランド b申し込み 9月25日後)までに参加料を添えて体
育課へ (詳細は 「広報うえだJ8月16日号をご覧ください〉

バスケットボール教室(後期)

じ>とき 10月28日----2月24日の水曜日14問、午後7時30
分----9時 bところ市民体育館 b対象市内在住か在

勤のかた じ>定員 30人 じ>参加料 3，000円 b申し込
み 10月16日(針まで、に参加料を添えて体育課へ

体育課固⑫51 05 

学校体育施設

利用団体の登録を受け付けます
夜間、学校の体育館を利用できる団体の登録を受け付け

ます。所定の登録用紙に必要事項を記入のうえ、 9月30日

付<)までに提出(郵送でも可) してくださし 1。登録用紙は体

育課にあります。

なお、団体登録の後、利用者会議で利用する学校ごとに

日程の調整をします。すでに登録されている団体は、改めて

登録する必要はありません。

後期の学校体育施設の開放は11月2日(月)から行し、ます。

アクアプラザ上田のお知らせ
アクアプラザ上回固③2626

bとき 11月1日(日) [>ところ
上田市営テニスコート じ>対象市内在住か在勤・在学

または上田テニスクラブ員 じ>参加料 1組 800円 b申
し込み 10月20日伏)まで、に参加料を添えて体育課へ

市民総合体育大会

-ソフトテニス

bとき 10月11日(日) [>ところ
市民体育館剣道場 じ>対象 市内在住か在勤または協会

員 じ>参加料無料 b申し込み体育課か上田市銃剣道
協会・小林英次郎会長 (固⑫9407)へO 当日受付も可

.銃剣道

(機器の点検、

.休館日のお知らせ
10月15日(木)から31日(土)まで休宣官しますD
館内改修・清掃のため)

第8岡上岡市ビーチボール大会
bとき 11月8日旧) [>ところ 市民体育館・勤労者体
育センタ- [>種目 一般の部:①男性45歳未満の部 ② 

男性45歳以上の部 ③女性40歳未満の部 ④女性40歳以上

の部 ⑤女性50歳以上の部、初心者の部(女性) [>チー

ム編成 ①選手は市内在住か在勤のかた ②1チーム7人
以内 (監督は選手を兼ねてもよG¥)で編成 ③各部門は大

会当日の年齢 ④初心者の部は、大会出場経験のない女性

のかた じ>競技方法 ①試合は種目別・ブロック別のリー

グ戦。組み合わせは主催者側で責任抽選 ②ルールは、上

田市体育指導委員会決定ルールによる。③主審・副審・線

審・得点係は、各チーム3名ずつ担当する O じ>表彰 各

フゃロッ ク上位3位まで [>参加料 1チーム1，500円 (保険
料含む) [>申し込み 9月28日(月)----10月26日(月)に、体育

課及び公民館に備え付けの用紙に記入のうえ、参加料を添

えて体育課へ。大会運営の都合上、一般の部は先着 110チー
ム、初心者の部は先着10チーム。 じ>審判講習会 10月29
日(木)午後7時----9時に勤労者体育センターで行L、ますので、

各チーム1名以上参加してくださL、。

.無料開放について

10月10日(土)無料開放
[営業時間]午前10時~午後4時30分
(小学生以下は保護者の同伴が必要です)

-夜間水中運動教室
マとき 10月1日(木)・ 6日伏)午後7時----7時50分 b 
対象 40代----70代のかた じ>定員 30人 C申込JI[買) [> 
持ち物 入館料 500円、レッスン料 100円、水着、キャッ
プ b申し込み電話か受付窓口へ じ>その他昼間の
教室に参加されているかたはご遠慮ください。

-夜間水中エアロ教室
bとき 10月5日(月)・12日(月)午後7時----7時50分

対象 20代~ じ>定員 20人 (先着順〉 じ>持ち物

館料 500円、レッスン料 100円、水着 b申し込み
日受け付けです。

kv
入

当上回古戦場健康マラソン締め切り迫る

長野大学グbところ10月10日 (体育の日)bとき

.1これからの生き方」講座日程
回 期日 内容

1 110月14日(水)あなたの不安はどんなことですか(グループトーキング)
2110月21日(水)あなたの体は何歳ですか(体力測定)

3110月28日(Jj<)年(身を体と的る変っイてどんなこと?
ヒについて)

4 11月4自体)痴呆について知っていますか
5111月14日(土)ポケてたまるか/21世紀の正しい老い方老後の大百点
6111月18日(水)心の中をのぞいてみよう(中間まとめ)
7112月4日(金)午前骨密度を測ってみよう/午後あなたの駒大蚊7
8112月9日(水)心と体はつながっています(老化防止の選itj)
9112月13日(日)老いと死から逃げーない生き方(仮題)
10 12月16日(水)まとめ

生
き
が
い
づ
く
り
セ
ミ
ナ
i

受
講
者
募
集

西
部
公
民
館

(圃
⑫
7
5
4
4
)

マ
テ
l
マ
「
生
き
い
き
健
康
・

活
き
意
気
人
生
」
マ
時
間
午
後

1
時
別
分

1
3時

マ
場

所

西

部

公
民
館

マ
受
講
料

5
0
0
円

マ
申
し
込
み
西
部
公
民
館
へ

回 期日 内容

1 19月21日(月)オリエンテーション、地域福祉の今後
219月28日(月)高齢化社会に生きる一中高年の役割とは一
3110月5日(月)夫婦共学のすすめ
4110月20日(刈 中高年福祉と介護保険
5110月26日(月)介護保険制度とは (質疑含む)
6111月2日(月)生涯学習とまちづくり
7111月16日(月)健康を保っ さわやかスポーツで
8111月30日明)ストレスとその対応一地域・家庭の人間開系一
9112月7日(月)公証人役場とは、最近の家族関係について
10 12月14日(月)人生を楽しくーライフプランを立てよう一

.生きがいづくりセミナ一日程

10.9.16 [9J 



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
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じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・
1歳6か月児・3歳児)…午後1時""'2時 ②2歳児教
室…午後1時""'1時15分 じ>持ち物 ①乳幼児健康診
査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、

赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4か月・10
か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入じてお持ちくださし'03歳児は、健康診査
票と視聴覚検査のアンケートをお送りしますので、ご

記入のうえ、お持ちくださし、。また、尿検査の容器も

お持ちください。 ②2歳児教室…母子健康手帳、お

たずね用紙、歯ブラシ、コップ、 eおやつ代(実費)、お

やつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

・保健センター(市役所南J宇舎2階)

| 健康推進課(⑩固⑫制卵8幻~叫4

健康診査 実施日 生年月日

4カ月
10月2日 10.5.16~5.31 

10月21日 1 O. 6. 1 ~ 6 .15 

10ヵ月
10月8日 9 .11.16~11.30 
10月28日 9 .12. 1 ~ 12.15 

1歳6カ月
10月14日 9.3.16~3.31 

10月27日 9.4.1 ~4.15 

3歳
10月7日 7.9.1~9.15 

10月29日 7 . 9 .16~ 9.30 

2歳児教室
10月68 8.7.1~7.15 

10月20巴 8. 7 .16~ 7 .31 

-塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

| 4カ月 I 1(¥ ~ ()() n 10. 5 .16~ 6 .15 
10月22日| 10カ月 I VjJ LL U 9 . 11.16~ 12.15 

聞川西社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

3歳 I 10月30日 7.8.1 ~ 9 .30I ; 
2歳児教室 I 10月16日 8.7.1 ~8.31 I ; 

平成9年10月1日生まれの

赤ちゃん大募集

新幹線開業 1周年を祝って、新幹線にご招待

国ポリオ(小児まひ)予防接種〔後期]

小児まひ予防のポリオ生ワクチン投与を行いますo

[>対象者 ①平成10年1月1日~平成10年6月30日
に生まれたお子さん ②7歳半未満で今までに1回も

受けていない、または 1回だけ受けたお子さんo [> 

投与方法 6週間以上の間隔をおいて2回飲みますO

じ>受付時間午後1時30分'"'"'2時10分じ>持ち物

母子健康手帳、予診票(赤ちゃん手|恨の中にあります

ので記入して[体温除く]ご持参くださし寸 じ>注意

事項 ①会場で体温を計り、予診票に記入していただ

きますO ②治療中または経過をみている病気がある場

合には、主治医に前もって相談し診断書または意見書

をもらってください(当日の接種医が参考にして接種

の可否を決めますので接種できない場合もあります)。

じ>その他 駐車場が狭いので対象地区以外での接種

はご遠慮、くださし iO

・予防接種Q&A

亙Eなぜ2回も飲まなければいけないのですか?
直Eポリオを起こすウイルスには I型、 E型、 E型の
3つのタイプがあり、-生ワクチンは、この三つをそ

れぞれ弱毒化し混ぜ合わせたものです。これを飲ん

でいっぺんに三つの免疫がつくこともありますが、

ときにはーっか二つしか免疫のつかないことがあり

ます。 2回飲むのは、前回つかなかった可能性のあ

るウイルスの免疫をつけるためなので必ず2回飲む

ようにしましょう O

直ポリオで副反応はでますか?

直Z飲んでから4'"'"'35日後に発熱、かぜの症状の後に
上下肢などに[まひ]がみられることがありますが、

100万人以上に 1人程度というごくまれな頻度です0

.テレホンガイドうえだ関連情報

回@8888コード、NO.500

・平成10年度ポリオ [後期]予防接種目程表

10.9.16 

じ>内容 10月3日仕)J R上田駅 00時32分発)

'"'"'JR長野駅~善光寺往復 (善光寺では健康祈願)

※復路の新幹線は自由に選べます。 じ>招待者

平成9年10月1日生まれの赤ちゃんとその家族2

名、計3名以内 (3名を超える場合は実費負担い

ただきます) じ>招待数 25組 (応募多数の場合

は抽選) [>応募方法 はがきに①赤ちゃんの氏

名、 ②同行する家族全員の氏名・年齢を記入し、

9月23日(水)までに応募 くださし iO [>申し込み・

問い合わせ JR上田駅イベント係 (干386-0025

上田市天神1-1-1・固⑫0657)

三ノヘ~:t.ム若田君
1回目 2回目

対象地区
月日 月日

西部
西部 公 民 館 10月8日(木)12月10日(木)

塩尻

中 央 公 民 館 東部・南部

10月13日仰 12月 2日(水)中塩田・東塩田
塩田母子センター

西塩田・別所

神川地区公民館 神)11
10月14日体)12月3日(木)

城南 公 民 皇官 城下

上野が丘公民館 10月16日(創 12月4日後)
神科
豆盛畠豆民R又J1. 

中 央 公 民 館 北部・中央
10月20日(火)12月8日(火)

)11 辺 町 ぷzEヱh 館 川辺

川西社会福祉センター 10月21日(水)12月4日(金)
川西
泉田



能「船弁慶」から

能「経政Jから

[11] 10.9.16 

第2回

上回城薪能

昨年に引き続き、 8月27日「上田城薪能」

を開催し、能楽界の第一線で活躍されている

能楽師により、能と狂言が上演されました。

あいにくの天気で、上田城跡櫓門前ではなく、

市民会館での上演となりましたが、約1，400人

の観客は日本の代表的な古典芸能を堪能しま

し7こO

また、この公演に先立ち午後2時からは、

出演者のご協力により、市内の中学生約1，300

人が能と狂言を鑑賞しました。

8月20日開催した「能と狂言」講座から
教育委員会ではこれまで、上回城薪能を市

民の皆さんにより深く堪能していただくため、

「能と狂言」講座を開催してきました。

o 

l> 

→ 

'‘ 
圃

平成10年
[1998J 。
NO.114 

¥。z 
4‘ • • C 

m Cト
。
》 E上田市教育委員会



生
徒
が
気
軽
に
話
せ
る

「
心
の
教
室
相
談
員
」

「
心
の
教
室
相
談
員
」
(
)
内
は
配
属
校

写
真
左
か
ら
、
成
津
潤
一
さ
ん
こ
中
)
・
久
保
田

洋
一
さ
ん
(
ニ
中
)
・
佐
藤
靖
幸
さ
ん
(
三
中
)
・
油

井
理
恵
子
さ
ん
(
四
中
)
・
塩
入
美
穂
さ
ん
(
五
中
)
・

鈴
木
勲
さ
ん
(
塩
田
中
)

を
中
学
校
に
配
置

最
近
、
全
国
で
は
中
学
生
に
よ
る
殺
傷
事
件

な
ど
の
問
題
行
動
が
多
発
し
、
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
行
動
を
起
こ
す
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
生
徒
た
ち
に
、
悩
み
、
不

安
、
ス
ト
レ
ス
等
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

一
見
何
事
も
な
く
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
生
徒
の
中
に
も
、
悩

み
や
苦
し
み
を
抱
え
て
い
る
生
徒
が
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
め
、
上
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文

部
省
か
ら
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
委
託
を
受
け
、

「
心
の
教
室
相
談
員
」
を
中
学
校
に
配
置
し
ま

し
た
。「
心
の
教
室
相
談
員
」
は
、
教
職
経
験
者
や

青
少
年
団
体
指
導
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経

験
者
な
ど
地
域
の
か
た
の
中
か
ら
選
任
し
ま
し

た
。
評
価
、
指
導
す
る
と
い
う
立
場
に
な
り
が

ち
な
教
師
・
生
徒
と
い
う
関
係
で
は
な
い
、
第

三
者
的
な
立
場
で
、
生
徒
が
悩
み
等
を
気
軽
に

話
せ
、
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
こ
と
の
で
き
る

相
談
員
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
心
の
教
室
相
談
員
」
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

(
※
)
が
配
置
さ
れ
て
い
る
第
六
中

学
校
を
除
き
、
こ
の

9
月
か
ら
各
中
学
校
に
配

属
し
、
概
ね
週

4
日、

1
回
当
た
り
半
日
程
度

の
勤
務
で
子
ど
も
た
ち
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

学
校
に
派
遣
さ
れ
た
臨
床
心
理
士
な
ど
心
の

問
題
に
関
す
る
専
門
家
で
、
児
童
生
徒
へ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
教
員
・
保
護
者
へ
の
助
言
な

ど
を
行
う
。

一
上
田
市
教
育
相
談
所
は
、
「
学
校

へ
行

き
た
が
ら
な
い
」
「
学
校
生
活
で
の
心
配
」

…
な
ど
、

子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と

一
も
に
考
え
、
助
言
援
助
し
て
い
く
教
育
相

談
と
、
実
際
に
学
校
へ
行
け
ず
に
困
っ
て

.

い
る
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
、

一
適
応
指
導
を
す
る
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と

一
の
、

二
つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

一
電
話
で
も
、
直
接
来
所
し
て
い
た
だ
い

一
て
も
け
つ
こ
う
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

一
談
く
だ
さ
い
。

上
教田
育市
相
会k
日グ三

所

マ
所
在
地

干

3
8
6
1
0
0
2
7

上
田
市
常
磐
城

6

3

l
m

(旧
と
き
わ
保
育
園
)

マ

電

話

幻

1
0
1
0
4

マ
相
談
日
月
曜
日

i
金
曜
日

(
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
休
所
)

間

午

前

9
時

i
午
後

4
時

マ
時

市
民
の
森

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

市
民
の
森
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

-
団
体
申
込
方
法

別
人
以
上
の
団
体
は
、
わ
し
ば
山
荘
ま

た
は
市
民
体
育
館
で
受
け
付
け
を
し
て
く

だ
さ
い
。

-
ス
コ
ア
カ

I
ド
の
販
売

マ
取
扱
場
所
わ
し
ば
山
荘
・

豊
殿
支

所

・
市
民
体
育
館
・
体
育
課

マ
料
金

1
セ
ッ

ト
叩
枚

5
0
0
円

(1
枚
単
位
の
販
売
は
し
ま
せ
ん
)

-
用
具
の
貸
し
出
し

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ

l
ル
を
各
日
組
用
意

し
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
取
扱
場

所

わ

し

ば

山

荘

マ
取
扱
時
間

午

前

9
時

i
午
後

4
時

(休
館
日
の
木
曜
日
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
)

マ

料

金

無

料

(

紛
失
に
つ
い
て
は
、

実
費

1
0
0
0円
徴
収
し
ま
す
)

マ
ナ
!
と
ル

l
ル
を
守
り
、
け
が
の
な

い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
火

事
防
止
の
た
め
、

禁
煙
に
ご
協
力
く
だ
さ

・
問
い
合
わ
せ

体
育
セ
ン
タ
ー

(市
民
体
育
館
内
)

回
⑫
0
8
2
3

固
⑫
5
1
0
5

体
育
課
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姉
妹
都
市
出
石
町
の
中
学
生
が
上
田
市
ヘ

生
徒
会
活
動
、
部
活
動
で
の
交
流
や
ホ

i
ム
ス
テ
イ

上
田
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
い
る
兵
庫

県
出
石
町
の
出
石
中
学
校
生
徒
鈎
人
が
、
上
田

市
の
中
学
生
と
の
交
流
の
た
め

8
月
お
目
、
第

三
中
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

全
校
生
徒
に
よ
る
歓
迎
会
で
は
、
両
校
の
生

徒
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
、
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
と
町
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

歓
迎
会
終
了
後
、
個
別
の
交
流
に
移
り
、
生

徒
会
役
員
は

2
日
間
に
わ
た
っ
て
出
石
中
、

三

中
の
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
剣
道
部
員
は
、
初
日
は
三
中
と

合
同
練
習
を
、

2
日
目
は
一
中
を
加
え
て
交
流

試
合
を
行
い
、
卓
球
部
員
は
初
日
は
二
中
と
合

大学生と奈擁しよう.ノ
東京六挙毅憲懇部数憲統政:‘縫

「日d雪，雌蹴m 掌掌:講(軍ijゼ越~ゼ暖也鷲1恒露髭厩、ミ !要安襲赤.貯!
-}~噌艦購い

東京大学教育学部教育行政・社会教育調査演習では、

毎年、先進的な社会教育、地域文化、生涯学習の実践活

動が行われている地域に滞在し、そこでの現地調査を通

してこれら諸活動の実際を学ぶ授業を行っています。今

年度は、 10月23・24・25日の3日間にわたり、ここ上田
市において現地調査が行われることになりました。

この調査活動は、全日程、市民の皆さんに公開されま

す。上田の社会教育、地域文化、生涯学習などの活動を、

東大生と共に考えてみませんか。多くの市民の皆さんの

参加を歓迎します。

同
練
習
を
、

2
日
目
は
四
中
を
加
え
て
交
流
試

合
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、

三
中、

二
中
の
生
徒
の
家
で
の

ホ
ト
ム
ス
テ
イ
や
、
市
内
の
施
設
の
見
学
な
ど

盛
り
沢
山
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で

3
回
目
と
な
る
こ
の
交
流
で
、
出
石

中
学
校
か
ら
は
延
べ
約

1
0
0人
の
生
徒
が
訪

れ
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
と
い
う
関
係
を
生
か
し
、

生
徒
会
活
動
、
部
活
動
で
の
交
流
か
ら
ホ

i
ム

ス
テ
イ
と
貴
重
な
体
験
を
し
、
今
後
の
上
田
市

と
出
石
町
と
の
友
好
関
係
を
ま
す
ま
す
深
め
る

た
め
に
も
意
義
の
あ
る
交
流
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

出石中学校剣道部員が第三中学校で

合同練習

「
日
中
友
好

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球

交
流
大
会
」

観
戦
の
お
知
ら
せ

日
月

4
日
間
、
自
然
運
動
公
園
体
育
館

で
午
後

1
時
か
ら

4
時
ご
ろ
の
予
定
で
、

日
本
と
中
国
の
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
に
よ

る
「
日
中
友
好
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
交
流
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
と
し
て
非
常
に
レ
ベ
ル

の
高
い
大
会
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
ご
観

戦
く
だ
さ
い
。
(
入
場
無
料
)

.
問
い
合
わ
せ
体
育
課
固
⑫

5
1
0
5

.日程と演習内容

10/23(劃一講義一

午後3時 中央公民館

「上田の風土と美術館のある風景」

講師・窪島誠一郎さん(信濃デッサン館)

「歴史と文化を生かす社会教育」

講師・黒坂周平さん(塩田文化財研究所〉

コメンテーター 佐藤一子さん(東京大学大学院教授)

10/24(土)ーコース別現地調査一

<コース1上田市の地域文化活動と福祉活動>

午前9時30分~正午塩田公民館
「塩田の歴史・文化を学ぶ集いの活動」

午後1時""'2時30分塩田公民館
「千曲川のし 1かし方を考える会の活動」

午後3時""'4時30分 JA塩田デイサービスセンター

「農協が目指す地域福祉」

<コース2学校開放と子ども・地域福祉>

午前10時~正午塩田西小学校
「ふるさと学習・民話人形劇の取り組み」

午後1時""'2時30分第六中学校
「聞かれた学校づくりをめざす六中の取り組み」

午後3時""'4時30分越戸憩いの家

「越戸福祉の会憩いの家」

10/25(日)ーコース別現地調査一

<コース1上田市の地域文化活動と福祉活動>

午前9時""'11時 中央公民館

「社会教育大学の運営と活動」

<コース2学校開放と地域>
午前9時""'11時長野大学
「長野大学生涯学習センターと社会教育の連携」

-申し込み

電話で生涯学習課(固⑫51 0 4)へO 名前・住所・電
話番号と、参加したい日・参加したいコースを伝える O

※受講料は無料。昼食、移動手段等は各自で用意。

10.9.16 [13J 



あなたの街ヘ

移動図書館 「やまびこ号」
巡回します/

図書館から遠いかたのために移動図書館 「やまびこ号」が巡回してい

ます。

広域ネッ卜ワーク・エコールで、多くの図書の中から利用でき、予約

やリクエス卜もできます。時間を確認の上、お気軽にご利用ください。

図書館で借りた本を 「やまびこ号」へ返すことができます。また、

「やまびこ号」で借りた本を図書館へ返すことができます。

[巡回期間]平成10年10月~平成11年3月 図書館固⑫0880

巡 10/21(7]<) 1/20(水)10/23(金) 1/22(金)10/7(7]<) 1/27制 10/9(金) 1/8(金)10/14(7]<) 1/13(水)10/16(金) 1/14(本)
11113(金) 2/12(金)10/28(水) 2/17(水)10/30(金) 1/29(金)1114(7]<) 2/3(:水)1116(金) 2/5(金)田 11/11側 2/10依)

11/18(:水) 3/10(:水)
12/2(:水) 3/3甘く)12/4-(金) 3/5(金)12/9(7]<) 3/30(1<) 11120(金) 2/19(金)11/25(水) 2/24(水)11127(金) 2/26(金)

日 12/22(火) 3/24(:水)12/25(金) 3/26(金) 1/6(7]<) 12/1H金) 3/12(金)12/16(水) 3/17ほ)12/18(金) 3/19(金)

馬主

車

場

所

• 

時

間

7 0.9.76 [14J 



カーブを描いた屋根、土蔵風の白壁
来
春

4
月
に
国
分
上
沖
地
籍
に
移
転
す
る
第
一
中
学
校
は
、
現

在
、
校
舎
と
屋
内
運
動
場
棟
の
建
設
工
事
が
順
調
に
進
み
、
特
徴

的
な
カ

l
ブ
を
描
い
た
屋
根
や
、
土
蔵
風
の
白
壁
な
ど
、
徐
々
に

そ
の
全
容
を
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
プ

l
ル
や
グ
ラ
ン
ド
等
の
屋
外
施
設
建
設
や
、
植
栽

に
よ
る
環
境
整
備
を
行
い
、
自
然
に
あ
ふ
れ
、
個
性
豊
か
な
中
学

校
と
し
て
生
徒
た
ち
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

第一中学校の建設工事進む

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

「
心
の
教
育
」
を
ど
の
よ
う

に
展
開
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

-8月
定
例
会

8
月

4
日

ω開
催
し
た

8
月
定
例

市制施行80周年にはこんな本
を発刊する予定です。

『上田市誌J
編さんだより@

「上田市の文化財J

市誌編さん室岡@9741

上
田
市
は

H

信
州
の
鎌
倉
H

な
ど

と
も
言
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
は
、
上
田
市
に
は
す
ぐ
れ
た

文
化
財
が
豊
富
に
あ
り
、
そ
れ
を
ぜ

ひ
見
学
し
た
い
と
い
う
人
が
多
い
か

ら
で
す
。

国
宝
の
安
楽
寺
八
角
三
重
塔
は
、

日
本
で
唯
一
の
八
角
塔
で
あ
り
、
禅

宗
様
式
の
代
表
的
建
築
で
あ
る
こ
と

で
、
長
野
県
で
一
番
先
に
、
国
宝
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
重
要
文
化
財
で
は
、

未
完
成
の
完
成
塔
と
言
わ
れ
る
前
山

寺
三
重
塔
、
同
じ
く
、
信
濃
国
分
寺

の
三
重
塔
、
中
部
地
方
の
木
造
で
は

最
も
古
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中
禅
寺

薬
師
堂
、
そ
れ
に
、
石
で
造
ら
れ
て

い
る
常
楽
寺
多
宝
塔
な
ど
、
い
ず
れ

も
見
る
人
の
心
を
と
ら
え
る
美
し
い

姿
を
し
た
建
造
物
で
す
。

彫
刻
で
は
、
中
禅
寺
木
造
神
将
立

像
、
安
楽
寺
惟
仙
和
尚
坐
像
・
恵
仁

和
尚
坐
像
、
長
福
寺
観
音
菩
薩
立
像

な
ど
の
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

史
跡
と
し
て
は
、
信
濃
国
分
寺
跡
、

上
田
城
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

右
の
ほ
か
の
文
化
財
も
含
め
て
、

上
田
市
に
は
国
指
定
の
文
化
財
が
問
、

国
の
登
録
文
化
財
が

3
、
長
野
県
指

定
の
文
化
財
が
、
上
田
城
南
櫓
・
北

櫓
・
西
櫓
を
は
じ
め
と
し
て
ロ
、
上

田
市
の
指
定
文
化
財
は
、
荒
神
宮
本

殿
を
は
じ
め
と
し
て
全
部
で

1
3
9

あ
り
ま
す
。

国
・
県
・
市
の
指
定
合
わ
せ
て
、

1
7
0
の
文
化
財
が
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
一
つ
一
つ
に
つ

い
て
、
美
し
い
カ
ラ
1
写
真
と
親
し

み
ゃ
す
い
文
章
で
解
説
を
加
え
た
本

が
、
来
年
刊
行
す
る
「
上
田
市
の
文

化
財
」
で
す
。

写
真
は
、
紙
面
の
許
す
か
ぎ
り
大

き
く
し
ま
し
た
。
文
化
財
の
特
徴
、

目
の
つ
け
ど
こ
ろ
、
そ
し
て
正
確
さ

を
失
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が

ι、

分
か
り
ゃ
す
い
解
説
を
つ
け
ま
し
た
。

国
宝
の
安
楽
寺
八
角
三
重
塔

「
(
前
略
)
ま
ず
、
ど
っ
し
り
し
た

落
ち
つ
き
が
あ
る
塔
で
す
。
頂
上
に

は
相
輪
(
九
つ
の
輪
の
つ
い
た
柱
)
が

そ
び

天
高
く
釜
え
て
い
ま
す
。
各
層
の
屋

根
の
下
に
は
華
や
か
な
木
組
み
が
ぎ
っ

し
り
と
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

が
、
こ
の
塔
に
何
と
も
い
え
な
い
上

品
さ
と
華
や
か
さ
を
与
え
て
い
る
の

で
す
。
む
ず
か
し
く
言
え
ば
、
安
定

感
と
崇
高
感
と
華
麗
感
を
兼
ね
そ
な

え
た
塔
で
す
。

H

天
下
の
名
塔
H

と

い
わ
れ
て
い
る
の
も
決
し
て
理
由
の

な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(後

略
)
」
と
い
っ
た
解
説
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
一
冊
手
に
し

て
、
上
田
市
の
文
化
財
巡
り
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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今月の投稿数
152首、俳句・ 130句
109旬、計・ 391作品

投稿先/干386-0025上田市天神2-4 -74 
上田市教育委員会 「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名 ・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてください。

媛
可欠

宮
崎

盛
登
選

口
口
四
七

大

屋

竹

内

昌

子

終
戦
日
近
づ
く
た
び
に
胸
痛
む
噴
野
に

埋
め
来
し
三
児
を
偲
び

踏

入

九

貫

敏

雄

誰
が
為
に
戦
の
庭
に
立
ち
し
か
と
自
問

に
苦
し
む
夏
の
日
々
手

塚

池

田

五

郎

し
ら
か
み

白
紙
の
徴
用
、
つ
け
て
工
場
に
わ
が
認
識

標
は
一
二
五
七
号

日
門
門

短歌・

)11柳・

馬

場

町

武

井

宏

雄

皆
兵
に
代
は
る
国
民
高
学
歴
英
語
混
リ

の
会
話
飛
び
交
ふ下
郷

戸

兵

和

人

む
ち

愛
の
鞭
を
怨
み
悲
し
み
し
日
も
は
る
か

今
な
つ
か
し
く
墓
石
を
洗
う

小

泉

清

水

悦

男

ゆ
ら
ゆ
ら
と
線
香
花
火
の
終
鷲
の
火
玉

ど
な
リ
ぬ
追
憶
を
こ
め

下
紺
屋
町

三

橋

静

男

七
夕
は
稲
葉
の
露
で
墨
を
磨
リ
星
に
願

い
を
か
け
し
を
思
う
半

過

石

井

益

一

数
々
の
願
い
ご
と
書
き
し
七
夕
を
残
し

て
孫
ら
帰
リ
ゆ
き
た
リ

千

曲

町

内

山

勝

衛↑ね
λ
J

日
本
語
忘
れ
し
程
に
カ
タ
カ
ナ
語
愚
か

行
圃
一・
上
田
市

(一
T
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8
6
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6
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1
長
野
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上
田
市
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手
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育
委
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会
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市
天
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な
こ
と
と
末
を
案
じ
る

長

島

松

井

律

子

一
輪
の
カ
サ
ゃ
フ
ラ
ン
カ
の
香
リ
ゐ
る
我

が
家
が
恋
ほ
し
旅
を
重
ね
て

手

塚

荒

井

し

づ

子

ま
た
た
び
の
葉
裏
白
々
ひ
る
が
え
リ
花

む
勺群
の
ご
と
遠
く
見
さ
く
る

下

郷

土

原

宗
雄

も
ろ
こ
し
の
葉
裏
を
か
え
し
吹
く
風
に

草
掻
き
立
て
て
汗
を
ぬ
ぐ
う
も

緑

が

丘

津

林

清

司

月
の
こ
る
朝
空
見
あ
ぐ
る
電
線
に
燕
ら

は
は
や
並
び
さ
え
ず
る

常

田

大

長

芳

枝

手
探
リ
で
作
業
ズ
ボ
ン
の
裾
上
、
げ
に
精

出
す
我
を
見
つ
め
い
し
夫
点
字
投
稿

古

安

曽

甲

田

咲

子

束
の
間
の
宴
を
飾
リ
ふ
る
さ
ど
を
去
リ

ゆ
く
人
の
跡
の
寂
し
き

手

塚

樋

口

も

と

子

長
く
病
む
夫
は
軍
隊
の
こ
ど
に
な
る
と

身
を
の
リ
い
だ
し
生
き
い
き
語
る

緑

が

丘

坪

田

清

子

道
に
迷
い
童
子
に
問
え
ば
赤
銅
の
顔
ほ

し
お
さ
い

こ
ろ
ば
す
潮
騒
の
町

選
者
詠

た
だ
よ

山
空
に
ま
だ
夕
あ
か
り
漂
ひ
て
霧
は
ま

こ

む

ら

こ

む

ら

つ
は
る
木
群
木
群
に

。F
伺

矢
島

渚
男
選

集
-
・
秘
書
課
(
固
⑫
4
1
0
0
回
@
5
1
1
1〉

編
圃・
庶
務
課

(国
@
5
1
0
0
岡
山

@
3
7
4
5〉

口
町
時
〕

御

所

竹

内

み

さ

お

飛
行
機
を
隠
せ
し
処
葛
生
ふ
る

小

泉

木

村

シ

モ

盆
の
雨
墓
も
家
族
も
ず
ぶ
濡
れ
に

伊

勢

山

小

田

中

久

忠
魂
碑
囲
む
コ
ス
モ
ス
少
女
め
く

材

木

町

大

谷

文

子

ひ
ど
リ
見
る
花
火
は
寂
し
人
恋
し

日
間
同
山

中
之
条

神

原

晴

一

盆
踊
リ
梅
雨
の
名
残
の
雨
に
濡
れ

保

野

清

水

ゆ

き

子

喜
雨
あ
リ
て
終
リ
と
す
な
リ
畑
仕
事

緑

が

丘

北

畑

和

人

朝
涼
し
外
に
出
て
歯
を
磨
き
け
リ

築

地

倉

津

昭

夫

友
逝
け
リ
攻
璃
に
滴
々
夕
立
雨

下
青

木

関

林

平

熊
の
記
事
秋
の
身
近
か
に
太
郎
山

山

口

角

地

好

子

空
瓶
に
じ
ゃ
が
い
も
の
花
無
人
駅

小

島

中

原

と

く

子

ま
た
た
び
の
隆
道
ぬ
け
‘て
雲
の
峰

五

加

関

口

恒

衛

日
光
キ
ス
ゲ
母
に
見
せ
た
く
子
等
叫
ぶ

東

前

山

守

ふ

み

縁
台
に
行
く
雲
眺
め
終
戦
の
あ
の
日

選
者
詠

よ
く
見
え
る
幼
子
に
見
せ
稲
の
花
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日間四
U

丸

堀

荻

野

ま

つ

江

何
か
良
い
事
あ
リ
そ
う
な
文
字
、
が
笑
む

材

木

町

大

谷

文

子

お
宝
を
抱
く
よ
う
曽
孫
腕
の
中

下
青

木

関

林

平

仕
方
な
く
買
え
ば
出
て
来
た
捜
し
物

日
同
凶
川

分

去

山

本

セ

ツ

願
い
ご
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
鶴
を
折
る

保

野

清

水

ゆ

き

子

決
め
か
ね
て
団
一
扇
の
風
を
変
え
て
み
る

下

紺

屋

町

小

島

寛

晩
酌
に
格
好
つ
け
て
暑
気
梯
い

中

村

佐

藤

た

か

こ

通
リ
道
開
け
て
午
睡
の
風
を
待
ち

新

田

山

口

唯

生

朝
市
の
主
役
鮮
や
か
茄
子
の
艶

笹

井

小

市

修

一

定
年
の
帰
農
米
か
ら
笑
わ
れ
る

矢

沢

青

木

勝

秀

万
札
を
崩
す
と
す
ぐ
に
羽
は
え
る

川

原

政

木

す

み

こ

ロ
こ
た
え
負
か
さ
れ
て
知
る
子
の
背
伸

長

島

真

砂

み

ち

子

褒
め
ら
れ
た
花
は
大
き
く
て
か
く
咲
き

制
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